
チームデータ

　「バスケって楽しい！」をモットーに、2020年に誕生した
男子ミニバスチームです。勝敗だけでなく、バスケを通じて
社会性や多様性を楽しむ心、そして勝つために自ら考え行動
する向上心を育むことを大切にしています。
　「初めてだけど大丈夫？」そんな不安は一切不要。優しい
仲間と一緒に汗と涙を流し、最高の思い出を作りませんか？
　見学・体験大歓迎です！　新たな出会いを、チーム一同、
心よりお待ちしています！

▼活動日
火・水・金曜日：18時～20時、
土・日曜日、祝日：9時～12時
▼活動場所
古河第一小学校、古河第三⼩学校
▼問
諏訪雄一
Mail：koga.mbc.rising
@gmail.com

(ミニバスケットボール)
古河MBC RISING

古河図書館
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　文
室井さと子　絵

　いつもおりがみを折ってい
る、ひいおばあちゃん。りお
は、つるの折り方を教えても
らって…。認知症になり施設
に入ることになったひいおば
あちゃんとひ孫のささやかな
心の交流を描いた絵本。

出版社…あすなろ書房

　白
は く

杖
じょう

の父が遺
の こ

した「屋根の
上のヴァイオリン弾き」のパ
ンフレットには、新人案内係
からの手紙が挟まれていて…。
　「ホタルさんへの手紙」な
ど帝国劇場を舞台にした豊

ほ う

穣
じょう

な物語、全8編を収録する。
出版社…集英社

【一般書/小説】
劇場という名の星座

小川洋子　著

【一般書/随筆】
作家と住まい

平凡社編集部　編

　ほっとできる部屋、理想の
住まい、懐かしいあの家。
　野田洋次郎、永井荷

か

風
ふ う

、角
か ど

野
の

栄子、ジェーン・スー、妹
せ の

尾
お

河
か っ ぱ

童、氷室冴子、万
ま

城
き

目
め

学
まなぶ

、若山牧水など作家たちの
住まいへのこだわりを堪能す
るエッセイ、詩、漫画のアン
ソロジー。

出版社…平凡社
【児童書/読み物】
マユ12歳、鍛冶屋でくらし
ています。

福田隆浩　著

　学校へ行けなくなってし
まったマユ。環境を変えるた
めにやってきた、山あいの鍛
冶工場で出会ったのは…。
　「 学 校 の 中」だ け が 世 界
じゃない！　学校へ行かない
ことを選択した12歳のマユ
が新たな世界を見つける物語。

出版社･･･あすなろ書房 関
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軍 

古
河
公く

方ぼ
う

　
お
次
は
、
室
町
時
代
の
人
物
。
初
代

古
河
公
方
足あ

し

利か
が

成し
げ

氏う
じ

で
す
。
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小
学
6
年
生
の
時
、
修
学
旅
行
で
鎌

倉
へ
行
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ま
し
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鶴つ

る
が

岡お
か

八
幡
宮
や
鎌

倉
大
仏
を
見
て
、
歴
史
情
緒
あ
ふ
れ
る

街
並
み
に
感
動
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

古
河
と
鎌
倉
の
歴
史
ぶ
か
ー
い
つ
な
が

り
も
知
ら
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に
…
。
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史
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鎌
倉
と
い
っ
た
ら
、
鎌
倉
幕
府
を
開

い
た
源
頼
朝
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、

彼
に
仕
え
た
武
士
の
中
に
、
古
河
に
大

変
ゆ
か
り
の
深
い
人
物
が
い
ま
す
。
そ
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日
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双
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弓
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史
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、
頼
朝
が
行
平
を
弓
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名

手
と
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、
自
身
の
寝
所
の
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備
を
任
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た
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、
頼
朝
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、
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家
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弓
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師
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た
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頼
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に
よ
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と
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、
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河
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葉
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。
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○
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。
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成
氏
は
関
東
各
地
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戦
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中
、
わ
が

ま
ち
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河
に
拠
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を
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し
ま
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。
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河
公
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が
誕
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す
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で
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。
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成
氏
が
古
河
に
移
っ
て
以
来
、
5
代

約
１
３
０
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に
わ
た
り
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は
東
国
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政
治
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中
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と
な
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し
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。
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あ
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と
と
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移
っ
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と
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し
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。
古
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に
よ
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、

古
河
の
ま
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、
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治
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も
文
化
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に
も
大
い
に
発
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し
た
の
で
す
。

　

小
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6
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の
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を

知
っ
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ら
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で
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感
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て
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。

　
鎌
倉
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古
河
の
関
わ
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を
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介
し
た

企
画
展
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鎌
倉
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ら
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日
～
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開
催
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て
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ま
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。
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史
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▲古河に位置する「鎌倉殿」(東京大学　
史料編纂所所蔵「海東諸国紀」より抜粋)

▲「下河邊(辺)庄」と書かれている坂
間の庚

こ う

申
し ん

塔
と う

下
河
邊
庄
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